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みんみんなでつくつくる
未来の医療未来の医療

－東北－東北メディカメディカル・ル・メガバンメガバンク事業ができること－ク事業ができること－

あなたに合ったあなたのための治療・予防を実現する　　
被災地医療を復興する　　

災害でも失われず地域で共有できるカルテをつくる　　
東北大学 東北メディカル・メガバンクが思い描く未来の医療を、

みなさまと共に語ります。

2012/10/6  土   14:00 -16:15
会 場│トラストシティカンファレンス・仙台  ( 仙台市青葉区一番町 1-9-1 仙台トラストタワー 5階 )

定　員│200名　＊参加申込不要・参加費無料   

登壇者│川島実川島実（気仙沼市立本吉病院院長）、栗山真理子栗山真理子（NPO法人アラジーポット専務理事、日本患者会情報センター代表）、

            山本雅之（東北大学 東北メディカル・メガバンク機構長）、清元秀泰（東北大学 東北メディカル・メガバンク機構 地域医療支援部門 副部門長）、
            栗山進一（東北大学 東北メディカル・メガバンク機構 バイオバンク部門長）
司　会│石垣のりこ（Date fm アナウンサー）

  主 催　東北大学東北メディカル・メガバンク機構       後 援　宮城県　

  お問合せ　東北大学東北メディカル・メガバンク機構　TEL│022-717-7908 　URL│http://www.megabank.tohoku.ac.jp/



石垣のりこ石垣のりこ
Date fm アナウンサー

宮城県出身。Date fm（エフエム仙台）の午前の
ワイド番組「Crescendo」（月～木／ 8:20-11:00, 
2011.4 ～）はじめ、エフエム仙台で生番組や特別
番組、ニュースなどを担当。同番組では、東北メ
ディカル・メガバンク機構の活動を中心に未来型
医療について紹介する「みんなでつくる未来の医
療」（2012.5-9）を放送。特技は手遊びのイラスト・
利き米。

山本雅之山本雅之
東北大学 東北メディカル・メガバンク機構長

2007年より医学系研究科教授（2008-2012
研究科長）。東北大学大学院医学系研究科教授
（医化学分野）。東北大学医学部卒業。同大学院
修了（医学博士1983 年）。1983 年ノースウエ
スタン大学博士研究員、1991年東北大学講師、
1995 年筑波大学教授を経て、2007 年より医
学系研究科教授。

清元秀泰清元秀泰
東北大学 東北メディカル・メガバンク機構 
地域医療支援部門 副部門長

香川医科大学（現、香川大学医学部）卒業。医学
博士。テキサス大学ヘルスサイエンスセンター・
サンアントニオ校腎臓内科フェロー、香川大学
医学部助手・講師、香川大学医学部附属病院講師、
東北大学腎高血圧内分泌科講師・准教授を経て、
2012 年東北メディカル・メガバンク機構発足
に際して着任。

栗山進一栗山進一
東北大学 東北メディカル・メガバンク機構 
バイオバンク部門長

東北大学災害科学国際研究所教授（災害公衆衛生学
分野）、同大学大学院医学系研究科教授（分子疫学
分野）。東北大学理学部物理学科、大阪市立大学医学
部医学科卒業（医学博士）。大阪市立大学医学部附
属病院第 3 内科、民間企業産業医、東北大学大学院
医学系研究科公衆衛生学分野助手、講師、助教授を
経て2010 年医学系研究科教授、2012 年より現職。

川島実川島実
気仙沼市立本吉病院 院長

1998年12月ボクシングプロデビュー。1999年
3月 京都大学医学部卒業。2000年 9月西日本
新人王 MVP 獲得。2000年10 月プロボクシ
ング引退。戦績15戦 9勝 5敗1分（5KO勝）。
2011年10 月から、気仙沼市立本吉病院 院長、
現在に至る。

登壇者登壇者

東北メディカル・メガバンク事業について東北メディカル・メガバンク事業について

東北大学 東北メディカル・メガバンク機構は、未来型医療を築いて震災復興に取り組むことを
目的に設置されました。機構は、東日本大震災の被災地の地域医療再建と健康支援に取り組みな
がら、医療情報とゲノム情報を複合させたバイオバンクを構築します。このバイオバンクに集まった
情報とその解析結果に基づく新しい医療の創出を通じて、被災した東北地区への医療人の求心力
向上、産学連携の促進、関連分野の雇用創出、さらには医療復興を成し遂げたいと考えています。

司　会司　会

栗山真理子栗山真理子
NPO法人 アラジーポット 専務理事
日本患者会情報センター代表

2002 年、学校でのアレルギーの正しい理解のため
の社会基盤の整備を目指し「アラジーポット」を
設立、専務理事。2007年、患者会の社会資源と
しての機能を社会に知ってほしいと「日本患者会
情報センター」を設立、代表。日本で初めて、唯一
の中立的な患者会のデータベースを公開している。
患者、市民の立場で社会に発信している。

トラストシティプラザ入口を直進し、左手のエレベーターにて5階までお上がりください。5階到着後、左方向に進みますと
会場となります。  ※オフィス用エレベーターはご利用いただけませんのでご注意ください。

プログラムプログラム

14:00-14:05　開会・趣旨説明

14:05-14:20　ご挨拶　山本雅之山本雅之（東北大学 東北メディカル・メガバンク機構長）

14:20-14:35　 講演 1   「東北大学による地域医療支援」「東北大学による地域医療支援」

　　　　　　　 清元秀泰 清元秀泰（東北大学 東北メディカル・メガバンク機構 地域医療支援部門 副部門長）

14:35-14:50　 講演 2   「震災後の長期健康調査と先回り医療」「震災後の長期健康調査と先回り医療」

　　　　　　　 栗山進一 栗山進一（東北大学 東北メディカル・メガバンク機構 バイオバンク部門長）

14:50-15:05　休憩

15:05-15:30　  招待講演１   「気仙沼市立本吉病院の今」「気仙沼市立本吉病院の今」

　　　　　　　 川島実川島実 （気仙沼市立本吉病院 院長） 

15:30-15:55　  招待講演２   「みんなで作る未来の医療」「みんなで作る未来の医療」

　　　　　　　 栗山真理子 栗山真理子（NPO法人アラジーポット専務理事 日本患者会情報センター代表）

15:55-16:15   ディスカッションと質疑応答

16:15        閉会

トラストシティ
カンファレンス・仙台

シンポジウム

みんなでつくる未来の来の医療
－東北メディカル・メガバンク事業ができること－

2012/10/6  土  14:00-16:15
会 場│トラストシティカンファレンス・仙台      

定 員│200名 ＊参加申込不要・参加費無料   

  主 催   東北大学 東北メディカル・メガバンク機構         後 援   宮城県

 お問合せ   東北大学 東北メディカル・メガバンク機構　

TEL│022-717-7908　 URL│http://www.megabank.tohoku.ac.jp/

 アクセス   トラストシティカンファレンス・仙台（仙台市青葉区一番町 1-9-1 仙台トラストタワー 5階）

J R線│仙台駅西口より徒歩 9分、仙石線あおば通駅 2番出口より徒歩 8分

地下鉄│南北線仙台駅南 2番出口より徒歩 6分
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